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“むら”の暮らし“むら”の暮らし
第２章　人々の暮らしと自然第２章　人々の暮らしと自然第２章　人々の暮らしと自然

く
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し　ぜん

日本には、“むら”という地
ち

域
いき

のまとまりをつくって、共
きょう

有
ゆ う

している自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の資
し

源
げ ん

を管
か ん

理
り

したり、
決まりをつくってそのむらに住む人々をまとめたりするしくみがありました。昔は、むらの組

そ

織
し き

が
村びとの生活のほとんどすべてを統

と う

制
せ い

していました。田んぼの作業や山の仕事、海の仕事は、みん
なが共

きょう

有
ゆ う

する資
し

源
げ ん

を使うものでしたから、むらの人どうしで決めた決まりがあり、これをまもって
生活することがとても大切だったのです。決まりごとは、ときには人々をしばることもありました
が、決まりをまもることが自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

の資
し

源
げ ん

を大切に使うことになり、むらの将
しょう

来
らい

を考えることにつ
ながっていたのです。
また、むらには“ウチ”と“ソト”（むらの中と外）を区別する風習がありました。悪

あ く

霊
りょう

を追い
出し、疫

え き

病
びょう

や災
さ い

難
な ん

がむらの中に入ってこないように、むらとむらの境
さかい

目
め

には、道
ど う

祖
そ

神
じ ん

を建
た

てたり
していました。

今でも行われている祭りや、お盆
ぼん

に先
せん

祖
ぞ

の霊
れ い

を迎
むか

えたり
送ったりする行事も、村びとどうしでつくったしくみにも
とづいておこなわれていました。春祭りは豊

ほ う

漁
りょう

・豊
ほ う

作
さ く

を
神様に祈

き

願
が ん

し、秋祭りは豊
ほ う

漁
りょう

・豊
ほ う

作
さ く

を神様に感
かんし ゃ

謝するた
めにおこなわれました。お盆

ぼん

には精
しょう

霊
りょう

迎
むか

え・精
しょう

霊
りょう

送りを
していました。精

しょう

霊
りょう

送りのときには、わらでつくった船
にご飯

はん

やおかずをのせて、先
せ ん

祖
ぞ

の霊
れい

をあの世へ送る習
しゅう

慣
かん

が
ありました。

人々は、山に入るときには、必ず山の神様にお祈
い の

りをしてから入
り、魚をとったら「魚

ぎ ょ

霊
れ い

塔
と う

」を建てて魚に感
かんし ゃ

謝し、霊
れい

をなぐさめて
いました。魚にも人と同じ「魂

たましい

」があると信じ、魚を供
く

養
よ う

するこ
とで、魚がまた喜

よろこ

んで人にとられるようになると考えていたのです。
このように、人々は、山や海、木や草などの自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

には霊
れい

が
宿
や ど

っているという、素
そ

朴
ぼ く

な信
し ん

仰
こ う

の心を大切にしていました。その霊
れい

からの恵
め ぐ

みが、山
さんさ い

菜や魚
ぎ ょ

介
か い

類
る い

となって人々の生活を支
ささ

えてくれてい
ると考えました。そうした自

し

然
ぜん

のとらえ方が、自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を大切にす
る生活のすがたをかたちづくっていたのです。

精
しょうりょう

霊送りのようす

魚
ぎょ れ い と う

霊塔（両
りょう

津
つ

大
お お が わ

川）

“村”の成
な

り立ちと決まり

祭りや行事

自
し

然
ぜん

をどのようにとらえていたか
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日本の野鳥のシンボルであり、佐
さ ど

渡市の自
し

然
ぜん

のシンボルでもあるトキ。空を舞
ま

う美しいすが
たや、絶

ぜつ

滅
めつ

という運命をたどったことで、トキはわたしたちに強いあこがれと共
きょう

感
かん

をあたえて
きました。
ここからは、５回にわたる放鳥によって、いよいよ佐

さ ど が し ま

渡島の空にもどったトキの暮
く

らしぶり
を学び、トキがわたしたち人間とともに生きていくために何が必

ひつよ う

要か、みなさんで考えてみま
しょう。

2008（平成20）年9月25日、野生絶
ぜつめ つ

滅したトキを復
ふっか つ

活させることを目ざして、10羽のトキが
新
にい

穂
ぼ

正
しょうみょう

明寺
じ

から佐
さ ど が し ま

渡島の空へと放鳥されました。実に27年ぶりに、日本の大空に野生のトキが羽
ばたいたのです。
放鳥は、その方法をいろいろと研究しながら、これまでに5回行われ、合計78羽のトキが野生
にかえされました。2011年9月の終わりごろで、佐

さ ど が し ま

渡島には合わせて47羽が生活しているといわ
れています。
実
じっさ い

際に放鳥されたトキを観
かんさ つ

察することで、これまではよくわかっていなかったトキの生活のしか
たが、少しずつ明らかになってきました。
放鳥前に用意していた山の中のビオトープが、あまりえさ場として使われていないことや、野生
でのヒナの誕

たん

生
じょう

がまだ実
じつげ ん

現していないことなど、課
か

題
だい

は多くありますが、わたしたちみんなが知
ち え

恵
を出しあって、野生のトキが安心して生活していける環

かん

境
きょう

を、つくりあげていきたいですね。

トキの放鳥
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えさ場から飛
と

び立つトキ

次のようなことがらに注意して観
か ん さ つ

察しま

しょう。

①トキをおどろかせない

②むやみにトキに近づかない

③トキにえさをあたえない

④地
ち

域
いき

の人にめいわくをかけない

⑤トキが巣をつくっているときは、巣に

　近づかない

・トキはおくびょうな鳥なので、車で観
かん さ つ

察

するときは、トキと車の間を数百メート

ル以
い

上
じょう

保
た も

ち、車の中から観
かん さ つ

察しましょう。

・大声や大きな音を立てないようにしま

しょう。

・大ぜいで観
かんさ つ

察するとトキはこわがります。

なるべく少ない人数で観
かんさ つ

察しましょう。

放鳥トキを見つけたら……
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